20140119
渇いている人生（ヨハネ7:37-44）
　ニュースの中で有名人がある日、自分のいのちを断ってしまったということが耳に入ったりしています。特に、私たちによく知られているのは、芸能人の中にそのような人がしばしばいるということです。なぜ、そのような道を選んでしまうようになるのでしょうか。外から見ると華やかに見えるかもしれませんが、そこでは得られない人生の渇きというものがあったので、それを求めて、求めていましたが、結局、それが見つからないのでそこまで行ってしまったのではないでしょうか。ご存知のようにトルストイという有名な作家は世界的に有名で今もその作品が世界の多くの人に影響を与えています。しかし、その人は最後に、小さな田舎の駅で乞食の生活をしながら死んでしまいました。でも、その死んだ人がその有名なトルストイだとはだれも気づいていなかったそうです。また、お釈迦という人は宮殿生活をしていたのですが、そこを捨てて世の中に出ていきなにかを求めて、最終的には何も見つからなかったということで仏、無と言う言葉を残して死んでしまったそうです。なぜ宮殿生活に満足できないまま、なにかを求めて外の世界に出なければいけなかったのでしょうか。もう一人申し上げますと、ヘミングウェイと言う人は世の中の人が求めるほとんどを手に入れた人です。それにもかかわらず、当時、自分の思いで地球上、最高のパラダイスと思われるところを探して、今で言いますとキューバが見えるアメリカがそこです。そこで別荘を設けて99匹の猫と一緒に暮らしていたのですが、最終的には自分が愛用していた猟銃を首にかけて自殺し、人生を終えたと私たちは知っています。たぶん、個人、人それぞれ、いろいろな理由、訳はあったでしょうが、まとめて申し上げると、結局はなにをどうしても満たされなかったということでしょう。だから、自分の内側にあった人生の飢え渇きというものに対しては、なにも答えにならなかったという結果ではないでしょうか。彼らが求めて手に入れていたものが悪いわけではありません。しかし、それは彼らが証明しているように、人生の渇きを満たすようなものにはなっていなかったということです。と言いますのは、私たちはこのような問いかけが真剣に必要ではないでしょうか。人生の中で一番、大切なものは何なのか。人生において一番、大事な宝と言えるようなものはいったい何でしょう。それに対して皆さんはどのように答えるのでしょうか。今も世の中の多くの人が、その人の立場や肩書や身分などと関係なく、飢え渇いています。渇いて、渇いてそれを満たすためになにかを求め続けています。しかし、その求めるものが見当たらないし、見つかりません。ある人は愛に恋に渇いて、愛情に飢え渇いていて、それを求めて必死な人もいます。自分の人生をふり返って見ると母親が早く亡くなったせいなのかどうか分かりませんが、人の愛情にものすごく飢え渇いていたと思います。それがいろいろな形で現れます。しかし、それが本当に満たされて人生の渇きが解消できるかと言いますとまったくそうではありませんでした。今も成功に渇いていて成功を求めて、求めて、ときには他の人をつぶしてまでその座に上りつめようとしている人もいます。いろいろな分野においての成功でしょうが、ときには人から認められること、それが形になれば名誉にもなるのでしょうが、あるいは人の褒め言葉などに飢えて、そのためにあらゆることで頑張るという人も少なくありません。こういうことをまとめると皆が、幸せに、幸福に飢えているのではないでしょうか。そこが埋められるように、そこが満たされることのために手段を選ばず頑張ると言う人も少なくありません。ときにはこういうことも、ああいうこともだめだということになって最終的に人が渇いて求めるものが快楽だと思います。快楽に飢えて渇いて、そこを満たすためにあらゆるものに手を出します。一時的にそれが満たされるかのようにも思うかもしれません。そのような経験もします。しかし、結局はより渇いてしまうだけです。多くの人が愛情に、成功に、人から認められること、名誉、あるいは幸福、快楽などに渇いて、それに満たされることのために必死ですが、だれひとりとしてそれで人生の渇きが解消したかと言いますとまったくそうではありません。どんなに求めて、ときにはそれが手に入って、また、それに満たされる場合もあります。愛情に恵まれる場合もあります。しかし、不思議なことに人生の渇きというものは解消しません。根本的に見たされないのです。

そういうことで冒頭で申し上げました様々なことが有名人中でもあったのではないでしょうか。それは有名人だからニュースになっただけであって、そんなに有名でない人はより渇いているでしょうがニュースになっていないだけだと思います。あらゆるもの、あらゆることで満たされようとしています。中々、満たされないし、ときには自分の願いどおりに満たされたとしても、それが人生の渇きを埋めるようなものにはならないということで、より虚しくなって、より渇いてしまうようになるということが私たちの人生そのものではないでしょうか。また、私たちが経験してきたことだし、今、私たちが周りから見ていることではないでしょうか。なぜ、このようなものでは人の人生は根本から満たされないし、また、その渇きが解消されないのでしょうか。それは人間というものはそういったものでは渇きが解消されるような存在ではないからです。人間そのものの構造が最初からそういうものでは満たされないようになっているのです。聖書にはこのように私たちに教えています。人は他の被造物、他の動物とは最初から違って、神のかたちにつくられたものです。特別な存在です。普通に愛情があれば、食べ物があれば、環境さえ整えられれば満足できるような、渇きが解消されるような存在ではないという意味です。人は神のかたちにつくられたものなので、人の内側には他の被造物には絶対にない魂というものがあります。つまり、人は肉を持っているにもかかわらず、唯一、霊的な存在です。宇宙の中で天使を除いて、それから、神様ご自身、悪魔、サタンと悪霊を除いて被造物の中で唯一、霊的な存在は人間だけです。他の被造物や動物は必要によって作られたものですが、霊的なものではありません。だから、1回限りの消耗品です。人間だけは肉体を持っているのですが、魂を持っている唯一、霊的な存在です。もっと細かく、正確に申し上げると、神様ご自身と悪霊とサタン、天使は肉体がありません。霊の存在ですが。肉体をもってその内側に魂を持っている霊的な存在は宇宙の中で人間だけです。そのように人間というものは特別な存在です。神様がなぜそのようにつくられたのでしょうか。肉体を持っている霊的な存在、唯一の存在である人をとおして神が賛美を受けて、栄光をお受けになるためです。そのような立場の存在が人間というものです。それでイエス様もこのようなことをおっしゃいました。人はパンだけで生きる者ではない。神の口から出るひとつひとつの言葉によって生きる存在だと。それが何を示しているのでしょうか。人の存在そのものが、作りそのものが最初から違うということでしょう。ですから、愛情も、成功も、人が褒める誉め言葉も必要なことでうれしいことかもしれません。しかし、ぜひ、覚えていてください。それで人生の渇きは根本から解消することには値しません。人は神のかたちにつくられたものなので、魂のある存在です。そして、残念ながらその魂に大きな穴が空いてしまうようになりました。そのときから人は人生に渇きを覚えるようになりました。大きな穴はいろいろなことで説明するでしょうが、とにかく、その魂をとおして霊であられる神様が人とともにおられるようになっていました。しかし、人が罪を犯すことによって神の霊が人から離れていくようになりました。それで大きな穴がぽっかりと空くようになりました。それは絵で描けるようなものではありません。言葉で説明することも難しいです。どこかの場所がどうなっているか、それも説明できません。しかし、確かなことは人には魂がありますが、その魂の条件がなにかというと霊であられる人をおつくりになりました主人である創造の神様がそこにともにおられること、それが条件です。その神様が離れたことによって穴がぽっかりと空いてしまうようになりました。それが人生の渇きの理由です。

ですから、人生の渇きの解消、その飢え渇きが埋められるということは、神様と出会うことによって、その神様がまた魂の方に神の霊が宿ること以外には解消する方法はありません。それが理由です。これが人生というものです。これに少しでも気づいている人は、昔、哲学者の中でパスカルと言う人はこのように言いました。「人間の中には大きな穴が空いていて、それは世の中にあるどんなにすごいもの、よいものでも埋められないところだ。それは唯一、神以外には埋められないものだ。その他のものはそこを埋めようとすると、まるで喉が渇いているときに海水を飲むのと同じ、塩水を飲むのと同じなのだ。より渇いてしまうようになるのだ」と言いました。哲学者の話だからではなく、私たちの人生の経験の中でそのとおりではないでしょうか。愛情があればよいでしょう。でも、それがあるからといって、ずっと皆さんは本当に根本から渇きのない満足を味わって生きているのでしょうか。生きていけるのでしょうか。そういうことはありません。物や環境も同じです。分かりやすく例えると、新品の車を手に入れると、ものすごくうれしいし、その喜び、また自慢げな気持ちなどは、たぶん、言葉では表現できないかもしれません。特に、小さな車からベンツに変わったという場合は周りからの目も変わるでしょう。私はベンツに乗ったことがないからあまりその気持ちが分かりませんが、それでなにか心の中がいっぱいになったような気がするでしょう。それはどれくらい続くのでしょうか。13坪くらいのアパートに住んでいたものが、30何坪のリビングがものすごく広いマンションに引っ越すようになりました。気持ちはもう、そのマンションの大きさより十倍くらい心の中が満たされて一杯になるかもしれません。それで本当に人生の渇きが解消できたようなことでしょうか。その気持ちはたぶん6か月以上続かないと思います。あなたでなければ私はもう人生、生きる意味がありません。あなたは私のすべてです。あなたは私の星です。それで結婚して一緒になりました。離れていることが耐えられないから、一緒にいたいということで結婚します。それで一緒になったときにはもう宇宙を手に入れたような気持ちで、心がパンクするぐらい膨れ上がっていっぱい、いっぱいでしょう。その気持ちがどのくらい続くのでしょうか。これはあまりにも単純な話で、他にいろいろあるかのように思うかもしれません。でも、皆、同じです。ソロモンと言う王は世の中でだれより栄華を極めていました。ソロモンは「地球上、新しいものはない。すべてが結局、虚しくて、虚しくて、虚しい」と言っていました。それ自体が悪い、良いというつもりはありません。結局、真の神様と出会わない限りは、神様がその魂の方に一緒におられるようにならなければ、真の満足、そして、渇きを解消して満たされるということはありえないことになっています。そこが、渇きが解消できないまま、人々がいまだにさまよい続けている理由になります。
ですから、人の真の渇きの解消というものは創造主である真の神様と出会うところにあります。その神様が魂の方に戻って来られて、一番、最初のようにそこに一緒に住みつくようになることです。霊的な話なのでどのような表現がふさわしいのかはいろいろ困りますが、とにかく、そういうことです。そのところに真の満足と真の満たしというものがあります。それを覚えていてください。しかし、残念ながら人生の渇きは解消しません。なぜかというと、その神様に会うことができないのです。なにをどうしても、どこに行ってもその人生の渇きの解消の鍵となる真の創造の神様と出会わないといけないのですが、会うことができない状態になっています。なぜかといいますと聖書には人間自ら、悪魔に騙されてすべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。神様に罪を犯した結果、その罪を解決することができないので、人々は神様に会うことができないのです。その罪を口実に目に見えない悪魔、サタンという者は人の人生を捕えて、絶対に神様を知ることも信じることも会うことも見ることもできないように邪魔しています。その悪魔に勝てる人間は宇宙にひとりも存在しません。その結果、人は神以外には人生の渇きを解消する道はどこにもないのに、その真の神様に会うことができない状態にいるということです。これが人生のジレンマであり、人生の悲しみの本当の理由でもあります。これは地球がどんなに変わっても、また発展を遂げても、この問題は解決できません。それでこれを霊的な問題というのです。それ全部をひっくるめてわかりやすく一言で申し上げると原罪と言います。これは昔話ではなく、抽象的な話ではありません。皆さんが、私たちの周りの人々がなぜ人生の渇きを解消することができていないのか。今も必死になってその渇きをどうにか解消するために必死で求めてさまよっているのか。その理由なのです。罪によって、悪魔の妨げによって、この神様に会うことができないので、絶対に解消することはできないのです。これが今までの地球の歴史、また、ひとりひとりの人生のストーリー、物語の全貌です。今も大学の教授、政治家、芸術家、経済界の人々はこのことが、人生の物語がよくわかっていないがゆえにそういったものによって人々の人生の渇きが解消できるかのように、思いはよい思いかもしれませんが、いろいろな提案をし、方策を立てているでしょう。それがずっと空回りして流れているのが地球の歴史です。よく吟味して見ていてください。そうではありませんか。人生の真の渇きを解消するために神様、自ら私たちに会いに来てくださることを約束されました。その神様に出会わない限りは人生の渇きは絶対に解消しません。他には方法がありませんでした。幸いなことに、感謝なことに真の神様、自ら飢え渇きを満たすことができないままさまよい続ける人生を歩む私たちに会いに来てくださることにしました。その約束の言葉がキリストです。キリストを約束されました。キリストをとおして私たちに会うことにしました。なぜかというと、キリストをとおして神様と出会う、渇きを解消するための鍵となる神様と出会う道を邪魔している罪と悪魔のしわざを完全に打ち壊して勝利することにしました。それがキリストという言葉の意味です。そのことによってキリストをとおして神様は私たちのところに来られて会うことにしました。それがキリストという言葉の意味です。つまり、人生の渇き、そこを解消して満たすというのはキリストしかありません。キリストに出会いますと、そのキリストの方に行くことさえあれば、キリストさえ来られれば、キリストさえ出会えば、人生の渇きは解消できるし、言葉を変えますと、その他には本当の解消というものは存在しないということです。これが人生の正解であり、聖書の教えです。多くの人はトルストイもヘミングウェイもマイケル・ジャクソンも、また命を自ら断ってしまった有名人、多くの芸能人の方々、命を絶っていなくても今でも宗教にのめり込んで、あるいは様々な快楽に走り、いろいろな飢え渇きを覚えてどうにもならないまま落ち込んでいる人々、あるいは必死に何かに没頭している人々、そのような人々の人生の渇きを解消するための方法はキリストです。だれでもキリストの方に行くことさえあればその人生の渇きは解消するようになります。これを真理と言います。先週も申し上げましたように、これが人生の勝利のための真の情報です。その他はすべてデマです。これだけが正しいニュースです。キリストをとおしてのみ、人生の渇きは解消されるようになっています。なんと感謝でしょうか。それでそのキリストと出会えばどのような渇きであっても人生の渇きは解消されるようになるし、満たされた人生を生きるようになります。でも、幸いなことに、そのキリストがこの世に実際に来られました。もう機会、チャンスは来ました。今日の聖書でおっしゃっているイエス様、処女マリヤから生まれて、十字架にかけられて死んだあと、3日の後、死者の中からよみがえられましたイエス様。そのイエス様こそがキリストです。だから、キリストが来られるという希望の的ではなく、実際に来られました。人生の渇きを満たし、人生の渇きを埋め、人生の渇きを解消することができる唯一の道、神様と出会う道、キリスト様が実際に来られたというのはビックニュースです。イエス様がそのキリストなのです。ですから、今は他にありません。迷いもありません。躊躇することもありません。だれでもイエスの方に行きますと、人生の渇きは解消されます。渇いている人生、さまよい続ける人生に終止符を打つようになります。もう一度言います。だれでもです。どのような渇きを覚えている人でも構いません。だれでもキリストであるイエスの方に行けば、そこに真の解消があり、そこに真の満たしがあり、そこにいのちの泉がわき出てあふれ出るようになります。皆さん、イエスを信じること、イエスの方に行くこと、それが人生の正解です。その他にはありません。また、そこで十分です。今日、イエス様がおっしゃっています。いのちの水が流れ出て、あふれ出るようになると。神様は渇いて、渇いて、どうしようもない私たちの人生を、そのように潤っていのちの水があふれ出るような人生に変えられます。そのような祝福の人生を備えて、私たちを招いていらっしゃいます。だれでもイエスの方に行くと人生の渇きは終わりになります。渇いている人生はそこでもう終わりです。イエスを信じなさい。イエスの方に行きなさい。そのことでだれでもイエス様の方に行きますと、イエス様をキリストだと分かって、イエス様に向かいますと、イエス様を信じるとその人はこのようになります。

あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。今までなんのために渇いていたのでしょうか。多くの人が自分なりに勘違いしていたでしょうが、実はその人の魂に聖霊がともにいるはずなのに、罪によってその聖霊様が離れてしまった、神が離れてしまったことにあったのではないでしょうか。だれでもイエスを信じるその瞬間、神様が聖霊をとおしてその人の中に入って、その人の中に住まわれるようになります。その瞬間、人生の渇きはもう終わりです。それで、今日の聖書にもそのいのちの水があふれ出ることに対して、聖霊が注がれることだと教えています。ただ、イエス様はまだ復活なさっていないので聖霊が注がれていません。今の私たちは甦られて天に昇られましたそのイエス様を信じる時代です。ですから、だれでも、甦られましたイエス・キリストの御名を呼ぶ者は約束どおり聖霊が注がれ、聖霊がその人の中に入って、永遠にその人とともに住まわれるようになります。これが人生の渇きの解消です。それ以外にはなにをどうしても人生の渇きは解消しません。一時的なもので逆により虚しくなるだけであって。逆に人生を騙してしまうことになります。人生の渇きの真の解消は神以外にはありません。その神様が聖霊をとおして魂に入って来られます。いつでしょうか。イエスを信じて受け入れたそのときに。他には条件がありません。イエスは神に会える唯一の道です。それをイエスはキリストというのです。だれでもイエス様を信じるとその人はその瞬間、また永遠に神の神殿と呼ばれる存在に変わるようになります。これこそが人生の渇きの解消です。知識を求めて、それに渇いてたくさんの知識を詰めると、一時的にはなにか閃いたかのように思えます。でも、その人の頭をより混乱させる道具になります。知識では人生の渇きは解消しません。聖霊が宿ること以外にはありません。神様と出会うこと以外にはありません。その唯一の道はイエス・キリストです。聖霊が宿るようになり。ヨハネの福音書14章16節、17節に書いてあるように助け主聖霊様がいつまでも離れることなくともにおられるようになります。いつまでも飢え渇くことがありません。だれでもイエスを信じるその瞬間、ヨハネの福音書5章24節に書いてあるように死からいのちに移るようになります。渇いている人生はもう終わりです。ローマの手紙8章2節に書いてあるように死と罪の原理から永遠に解放されるようになります。渇きの人生はもう終わりということではないでしょうか。イエス様が自らおっしゃいました。すべて疲れて、重荷を負っている者は私のところに来なさい。私があなたがたを休ませてあげます。すべて疲れて重荷を負っている人生、渇いて、渇いてしょうがない、その渇きを満たすためにあちこち首を突っ込んでいました。しかし、満たされないので疲れて重荷を負うようになる人生はもう終わりです。だれでもイエスを信じると私があなたがたを休ませてあげます。イエス様を信じたその瞬間、その人生はピリピ3章20節に書いてあるように、その人は天の御国の国籍が与えられ、天国の希望を持って生きるようになります。飢え渇きなどはありません。人生の最後までの結論が全部出るようなります。

それゆえ、世の中で生きている間にも、そのいのちの泉が絶えることなくずっと湧き出るようになります。聖霊が内住しているだけではなく、いつまでもその聖霊に満たされるようになります。それでこのように告白するようになるでしょう。ピリピの手紙4章11節、12節に書いてあるように、刑務所というものすごく劣悪な環境の中にいるにも関わらず、私はそれによって何も問題にはならない。私はすべての境遇に置いて満足できる秘訣を心得ていると、刑務所という環境の中でもその人の内側からいのちの泉があふれ出るようになります。劣悪な環境によって渇きを覚えるということはありません。そこも潤うようになります。よくご存知のように、詩篇23篇を見ると、「死の影の谷を歩いていても、私には乏しいことはありません」とあります。死の影の谷を歩くような苦難や苦しみもその人の人生を渇いたものにすることはできないということです。なぜでしょうか。イエスを信じたのでその人は聖霊が宿るものになりました。その聖霊がいつまでも、どんな境遇においても、なにがあっても、どのような場面でもその人を潤します。そのような方です。神様と出会う人は人生の渇きはそこで終わりです。たぶん、満たされている者の告白でしょう。ピリピ3章8節を見ると、刑務所の中にいながらこのように告白しています。今まで私が求めていたもの、そして、尊敬していたもの、自慢していたすべて、それがキリストと比べたときにちりあくたとしか言えません。それは無視という意味ではありません。そこから自由になっているということでしょう。それがあってもなくても、そういったものによって私は左右され、渇いたり潤ったりするよう次元を超えているということです。なぜでしょうか。そういうことと関係なく、イエスを信じることによって神様と出会い、聖霊が宿り、その聖霊に潤っている者だからです。知識があってもなくても、肩書があってもなくても、健康があってもなくても、それによって人生が渇いたり潤ったりするようなところから私はもう抜けだしました。ちりあくたということです。なんと自由でしょうか。どこにそのような満足が、どこにそのような真の満たしというものがあるのでしょうか。イエス・キリストによって神様と出会うときです。私たちの魂に聖霊が宿るときです。それ以外にはありません。それが人生の真の解消、満たしです。このことをぜひ覚えていてください。それでイエス様は今日、群衆に向かって叫んでおられます。「だれでも私のところに来なさい。渇いている者は来て飲みなさい。いのちの泉が流れ出るのです。イエスの方には聖霊があふれ出る祝福があります」とおっしゃっています。それ以外には、もう一度言います。皆さんがそれほど目標にして、それほど必死になって手に入れようとしている名誉、愛情、知識、権力、財力などは皆さんの人生を潤し、皆さんの人生の飢え渇きを満たすようなものにはなりません。もうこれ以上、騙されないように。ひとつしかありません。人はパンだけで生きるものではありません。神の口から出るひとつひとつの言葉によって生き、神以外には人は埋められない、満たされない存在です。それが人間です。その神様と出会う方法が聖霊をとおして私たちの中に入ってともに住まわれるようになります。その聖霊がともにおられる道がイエス・キリストです。キリスト以外には渇きを満たす方法はありません。それならば、皆さんはクリスチャンです。もしまだそうでない方がいらっしゃれば、それでなにかの渇きを覚えて、それをどうにかしようとしていらっしゃる方がいらっしゃれば、その渇きはすべて抱きしめイエス様の方に行ってください。そのイエス様を救い主、私の魂を満たし、聖霊が宿って神様と出会うことを邪魔するすべての罪と悪魔のしわざから解放される救い主として信じて受け入れていただきたいと思います。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には神の子どもになる特権が与えられるとあります。その瞬間、人生は変わります。教会に通うことによって渇きが解消されるわけではありません。皆さんが一生懸命祈るから解消されるわけではありません。イエス・キリストがいのちの泉その方です。イエス以外には聖霊が注がれる出口はありません。イエス様だけです。イエス様に集中して、イエス様を信じて位いただきたいと思います。なぜでしょうか。イエス様だけが人生の渇きを満たす、神様と出会うための唯一の道、聖霊が注がれる唯一の出口、キリストだから、イエス様を信じて受け入れていただきたいと思います。もうこれ以上、他のところにさまよわないように。他のなにかで言い訳にしたり、そのせいにしたりすることは、これからはもうやめましょう。そうではありません。だれかが私のことを構ってくれないから。だれかに裏切られたから。それを引きずっていたり、捕らわれていてはいけません。そうではありません。私が渇いているのはだれかが私を無視したから、なにかが私に無いからではありません。聖霊が宿っていいないからです。人は物によって人生を左右される存在ではありません。もっと吟味して申し上げると、人によって左右されるものでもありません。神様と出会うか出会わないか、神によって私の人生は決められます。罪によってその神から離れている私たち、また神様と出会って聖霊が宿るその道はイエス・キリストしかありません。
それから、イエス・キリストを受け入れた方であれば、私はイエス様を信じるという方は、どんな状況、どんな問題があってもイエス・キリストにあって皆さんの内側に聖霊が内住していらっしゃる、その祝福が何なのか、それによって皆さん、自分自身がどう変わっているのかということをかくにんしながら、その祝福を告白するようにしてください。他のなにかに振り回されないで、それを後回しにして、まず、イエス様を信じたことによって私の性格が変わったとかの前に聖霊が内住することです。イエス様が十字架にかけられた理由は、これから、イエス様を信じるひとりひとりに聖霊を注いでくださるために死なれました。私たちが神様と出会う方法は聖霊の内住の方法以外にはありません。そのためにはイエスが十字架で私たちの罪を背負って死ぬしかないです。それで罪が取り除かれること以外には方法がありません。せっかく、十字架で贖いの死を遂げて甦られ天に昇られていらっしゃるのに、そのイエスを信じるとだれでも聖霊が内住されるようになります。それが変化です。根本からその人は変わるようになります。二部礼拝でももう少し細かく言いますが。なにかを考える前に、そして、特にクリスチャンでありながらも飢え渇きを覚えている人が多いでしょう。なにか満たされないまま、なにかがぽっかりと空いているような方々も多いでしょう。それは今、騙されていることです。もしイエスを信じるのであればそうする必要がないように満たされているということを確認しないといけません。なるほど。聖霊が内住していらっしゃるでしょう。それがどういう意味なのか。どのような変化なのか。死からいのちに移っています。そのことを覚えていてください。元旦礼拝でも申し上げたように、これからは私が生きるのではなく、キリストが私を生きるのではないか。自分の弱さや足りなさなどが一切、問題にならない存在ではないのか。そのようにいろいろな祝福がそこにあるのではないでしょうか。それをまず確認し、その変化を自分のこととして告白してください。それを黙想と言います。じっくりと黙想することをやってください。それで、それが確認できて「なるほど」と気持ちが付いていくか行かないかの前に「アーメン」と信じられたときに、皆さんは他のことに気が散らないで心配もしないで、一つだけに集中してください。この聖霊に満たされて聖霊充満になることを約束していたので、それを固く信じて求めてください。この聖霊が一緒にいらっしゃるから、せっかく一緒なので、それに私の魂、心、頭、脳細胞、神経まですべて満たしてくださいと。変な方法によって満たされるわけではありません。信仰によってです。それがとても楽しみであるし、期待でもあるし、希望になるという思いで。それがあるからこそ、目の前に死の影の谷があってもそれも問題にならない。怖くならない。自分の弱さがあっても何も気にならない、自分のものすごく汚れた過去がっても一切関係ない、聖霊の満たしの中にすべての希望があるのですから。聖霊に満たされると人生そのものが、もう渇きが解消されて満たされている人生ですが、それが具体的にどこでも、どの場面でも、どの分野においてもいのちの泉がわき出るようになることを体験するようになります。だから、渇きがありません。知識にもこの聖霊の満たしが現れます。皆さんの会社の現場にも現れます。皆さんの内側にも現れます。神様がそのような祝福を与えられました。イエスを信じる者は聖霊が内住していらっしゃるから、これからどの場面、どんな時でも、いつでも聖霊に満たされるように、聖霊があふれ出るように約束していらっしゃいます。これをなぜ逃しているのでしょうか。それでまた人に求めて、なにかに求めて、どこかで解消しようとしています。皆さんが遊びをしたり趣味を持っていたり、また酒を飲んだりゲームをしたりすることは悪いことではありません。しかし、そこからなにかの渇きを満たすための道具にしていれば、それは勘違いです。それはクリスチャンとして恥ずかしいことで騙されることです。私もゲームをしたり遊びもします。でも、それは私にとって私の渇きを埋めるようなものではありません。それが一切なくても私はもう満たされています。それから、聖霊充満によって満たされないといけません。他のなにかによって満たされることは、必ず、辛い結果を見るようになります。なぜそのような損をしてしまう、マイナスになるビジネスをやるのでしょうか。そのようなことはやる必要がありません。逆に他の人より自由に遊ぶかもしれません。私も頻繁にやるわけではありませんがゴルフをやります。でも、それをやらないと満たされない、やるからなにかが解消するということではありません。満たされている者が味わうだけです。違うのではないでしょうか。キリスト、イエスによって神がいつまでもともにおられます。いつまでも確実にどんなときにも、どこにも一緒におられるためにその方法として聖霊をとおして完璧にいらっしゃいます。聖霊がともにおられること、それ自体がもう満たしです。これからはそれを味わってください。それが豊かになるようにだけです。他はこれもあれもいろいろ言いたいことがあるでしょうが、一切、文句にも言い訳にもならないのが聖霊の満たしです。「でも、私たちの国は今、植民地ではないでしょうか」。十分、言える文句でしょう。それも文句にならないというのが「聖霊の満たしがあるではないのか」。「でも、今、私のお父さん、お母さんは。私の学校の雰囲気は」。「聖霊の満たしがあるではないのか」。「でも、私は過去の体質があり、考え方が中々、変わらない」。「聖霊の満たしがあるではないのか」。「私は弱い者。病気もあります」。「聖霊の満たしがあるではないのか」。それが祝福です。だから、渇きは本当はありません。渇いているというのは聖霊の満たしの祝福を忘れているからです。渇くような状況があるからではありません。なぜでしょうか。最初から申し上げましたように、人生の渇きは人やものやなにかによってではなく、神様がいらっしゃらないからです。神様がともにおられるのであればもう渇きは終わりです。私たちが勘違いしているだけです。皆さんはいのちの泉の基であられるイエス・キリストを信じて受け入れた方です。今現在、皆さんはそれぞれ置かれている環境、立場があると思います。また、それぞれいろいろな弱さや人間的な足りないところも抱えていらっしゃるかもしれません。また、いろいろな課題も抱えていらっしゃるかもしれません。それが渇きにならないように。それをもってさまよわないで、イエスの方に向かってください。そうすると、皆さんの内に聖霊が内住していらっしゃることに気づくようになるし、それによってそのすべてはもう渇きでもなんでもありません。それは聖霊に満たされる祝福を経験するための材料です。皆さんは幸いな方です。肉体的な人間的な条件、環境などによって、皆さん自分自身を自分の人生を台無しにしないようにしましょう。皆さんは尊い存在です。イエス様を信じました、その一つの理由によって十分、皆さんは尊い存在です。なに事も渇きを覚えなくて良い存在です。たとえ、パウロが言っているように皆さんの周りからすべての人が消えてしまったとしても、それによって渇いてしまうような存在ではありません。主がともにおられるから騙されないように。これからの人生人によって環境によって制度によって理論によって知識によって左右される人生ではなく、ともにおられるいのちその方である聖霊によって動かされ導かれる、左右される存在です。自分自身をもう一度、キリスト、イエスにあって正しく確認して、なにか首を突っ込むようなことは全部止めて、キリストに集中して本当に黙想しながら聖霊充満を求める祈りのときを持つクリスチャンであっていただきたいと願います。皆さんの口から言い訳や文句が消えていく年になっていただきたいと思います。なにかの文句を言い、なにか飢え渇きを訴えるということは、今、聖霊の内住の祝福を忘れたということです。なにがどんなにひどい場合でもイエスを受け入れた皆さんは聖霊が内住している尊い存在です。絶対に滅びることなどありません。ひとつだけそれを確認して騙されないで聖霊充満を求めればいいです。そうすると、約束どおり泉があふれ出ることを経験します。それは経験すると、自分が満たされるだけでなく、必ず、隣に流れ出るようになっています。周りを必ず、変えるようになります。そのような主人公であることをぜひ覚えて、回復して味わっていただきたいと願います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。人生の渇き、それがどこに理由があり、どのようにして満たされるかを教えてくださりありがとうございます。今までどこかピントがずれていた部分を修正してイエス・キリストに集中し、キリストにある聖霊の内住、人生の渇きを完全に解消されている祝福、変化を黙想して、心から感謝し満足するクリスチャンになるように。それで力ある、余裕あふれるクリスチャンの人生を歩むことができるように。そして、周りから見てわかるほどいのちの泉のパワーと余裕があふれ出る聖霊充満の祝福に預かる兄弟姉妹になるようにどうか神様、導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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